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　本書の初版は 1996 年に原書が，1998 年に翻訳版
が出され，A5 変型版，厚さ 1.5 cm 程度の軽快な書
籍ながら，ちょうど知りたい内容を盛り込んだ有用
な本であった．どの時期にどのような訓練をしてど
こまでの動きを許可するのか，そしてそれはなぜな
のか，がコンパクトに述べられていたので，整形外
科を志望する研修医にも勧めてきた．
　第 2 版は残念ながら 4 cm 以上と厚く，重くなっ
てしまったが，内容はさらに充実している．さまざ
まな四肢の骨折，脱臼，損傷，拘縮について，診察，
リハビリテーション（と安静度の）プロトコール，
その理解に必要な病態の解説が，図表を多用してま
とめられている．第 2 版では診断基準・分類など，
整形外科の教科書的な要素も増強されたため，これ
だけを参照すればカルテが書けるようなテキストと
なった．プロトコールは初版同様，目安日数の記載
があるとはいえ，第 1 期，2 期，3 期というように
治癒過程に沿って，ゴールと訓練・安静度指示がま
とめてある．したがって日本の臨床でも，また急性
期を過ぎた症例を診る場合にも応用することができ
る．図や写真が多いため，訓練スタッフのいない施
設で患者に遭遇しても（あるいは知人に相談されて
も）自ら訓練指導をすることが可能である．病態と
治癒経過の解説があるうえに，「○○ならば○○して

もよい」という記述も多いため，患者の質問にも理
論的・具体的に答えられるのが特色である．本人に
読んでもらっても差し支えない．
　初版との相違は，病名がより多彩となり，各項目
の記述内容が増えたことである．例えば，手の骨折
で 5 頁だったものが，舟状骨骨折だけで 7 頁，橈骨
遠位端骨折だけで 17 頁となっている．項目は，よ
く遭遇するような疾患や病態を中心に柔軟に選択さ
れており，脳震盪や大腿四頭筋肉ばなれ，ランニン
グ障害なども項目に挙がっている．
　欠点は，頸椎・腰椎など脊椎関連が全く含まれて
いないことである（初版には腰痛があったが第 2 版
では消えた）．また関節炎として股 OA，膝 OA はあ
るが，リウマチもない．全般的に外傷系～スポーツ
系の，外来疾患が中心のラインアップである．逆に
いえば，日本のリハビリテーション関連書籍には記
載の少ない外来疾患について詳記してくれている貴
重な書籍である．整形外科医，リハビリテーション
科医，理学療法士，作業療法士はむろんのこと，ス
ポーツ医学関係者，校医，また外来で四肢について
も相談される内科かかりつけ医でも，参照するに便
利で実用的な書籍としてお勧めできる．
（A5 判変　944 頁　定価 11,000 円＋税　メディカ
ル・サイエンス・インターナショナル刊　2010）
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